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	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、シグナル制御タンパク質（SIRP）ファミリーのメンバーであり、免疫グロブリンスーパーファミリーにも属します。SIRPファミリーのメンバーは、受容体型膜貫通糖タンパク質であり、受容体チロシンキナーゼを介したシグナル伝達過程の負の制御に関与することが知られています。このタンパク質はチロシンキナーゼによってリン酸化されます。このPTPのリン酸化チロシン残基は、SH2ドメイン含有チロシンホスファターゼ（PTP）をリクルートし、PTPの基質として機能することが示されています。このタンパク質は、様々な成長因子受容体を介したシグナル伝達に関与することが確認されています。CD47はこの受容体タンパク質のリガンドであることが実証されています。この遺伝子とその産物は、SIRPファミリーの他のいくつかのメンバーと非常に高い類似性を共有しています。これらの関連遺伝子は、染色体20p13上で互いに近接して位置しています。この遺伝子には、複数の選択的スプライシングを受けた転写産物バリアントが確認されています。
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	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	CD172A マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Ramos 細胞のフローサイトメトリー分析。

